
　

宝
蔵
会
の
皆
様
に
は
日
頃
か
ら
宇
治
別
格
本
山
の

活
動
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

七
月
は
文ふ

み
づ
き月
と
言
わ
れ
、い
く
つ
か
説
が
あ
り
ま
す

が
、稲
の
穂
が
膨
ら
ん
で
く
る
月
「
穂ほ

ふ
み含
月づ

き

」
が
変
化

し
て
文
月
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。今
年
は
太

陽
の
恵
み
と
雨
の
恵
み
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
、多
く
の

稲
の
穂
が
実
り
豊
作
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま

す
。

　

七
月
の
年
中

行
事
と
し
て
は

海
開
き
、
富
士

山
山
開
き
、
博

多
祇
園
山
笠
、

祇
園
祭
、
天
神

祭
等
が
あ
り
ま

す
。
宇
治
別
格

本
山
で
も
八
月

は
盂
蘭
盆
供
養

大
祭
が
行
わ
れ
ま
す
。今
年
も
生
長
の
家
総
裁
谷
口
雅

宣
先
生
ご
奉
祀
、
白
鳩
会
総
裁
谷
口
純
子
先
生
ご
臨

席
の
も
と「
自
然
災
害
並
び
に
世
界
規
模
感
染
症
物
故

者
追
悼
慰
霊
祭
」「
宝
蔵
神
社
盂
蘭
盆
供
養
大
祭　

本

祭
」が
行
わ
れ
ま
す
。
宝
蔵
会
の
皆
様
に
は
先
祖
供
養

の
霊
牌
推
進
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

六
月
十
三
日
に
は
宝
蔵
神
社
月
次
祭
、
全
国
流
産

児
無
縁
霊
供
養
塔
供
養
月
次
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。
天
候
に
恵
ま
れ
、全
国
流
産
児
無
縁
霊
供
養
塔
供

養
月
次
祭
は
供
養
塔
前
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
聖
経

『
天
使
の
言
葉
』
に
続
い
て
初
め
て
『
飛
鳥
讃
歌
』
の

読
誦
が
あ
り
ま
し
た
。
目
等
宮
司
先
導
の
も
と
、讃
歌

読
誦
が
始
ま
り
ま
す
と
荘
厳
な
雰
囲
気
の
中
、小
鳥
の

さ
え
ず
り
が
一
面
に
響
き
、穏
や
か
な
空
気
に
包
ま
れ

ま
し
た
。
月
次
祭
で
初
め
て
の
『
飛
鳥
讃
歌
』
読
誦
に

参
列
者
代
表
と
し
て
参
列
で
き
た
こ
と
は
貴
重
な
体

験
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
毎
月
十
三
日
に
『
飛
鳥
讃
歌
』

の
読
誦
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
大
変
素
（
次
頁
に
続
く
）

▲供養塔にて『飛鳥讃歌』を読誦

『
飛
鳥
讃
歌
』
読
誦生

長
の
家
宇
治
別
格
本
山 
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晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
『
日
々
の
祈
り　

神
・
自
然
・
人
間
の
大
調

和
を
祈
る
』
の
「『
す
べ
て
は
一
体
』
と
実
感

す
る
祈
り
」
に
「
鳥
た
ち
の
さ
え
ず
り
は
、神

の
無
限
生
命
の
表
れ
で
あ
る
。
遠
く
近
く
、長

く
短
く
、
華
や
か
に
時
に
静
か
に
、
多
様
に
、

絶
妙
な
調
和
の
中
に
、
鳥
た
ち
が
呼
び
交
わ

す
数
々
の
声
は
、
そ
の
ま
ま
天
上
の
交
響
曲

で
あ
る
。」
と
あ
り
ま
す
。
神
の
無
限
の
生
か

す
力
が
我
が
う
ち
に
あ
り
、
す
べ
て
は
神
と

一
体
な
り
と
の
思
い
を
抱
く
こ
と
の
で
き
た

月
次
祭
で
し
た
。

　
『
飛
鳥
讃
歌
』
を
開
き
ま
す
と
初
め
に
「
一

即
多
・
多
即
一
」
の
揮
毫
が
あ
り
、
次
に
「
捨

て
る
こ
と
で
自
由
を
得
る
祈
り
」
が
あ
り
、本

文
、
最
後
に
は
生
長
の
家
前
総
裁
谷
口
清
超

先
生
作
詞
聖
歌
『
愛
し
て
い
る
か
ら
』
が
収

録
さ
れ
て
い
ま
す
。
す
べ
て
を
拝
読
す
る
こ

と
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
讃
歌
読
誦
で

あ
り
、
全
托
の
祈
り
で
も
あ
り
ま
す
。
如
何

に
執
着
を
放
つ
か
。
空
っ
ぽ
の
心
境
で
神
に

お
任
せ
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ば
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

宇
治
別
格
本
山
の
七
月
は
短
期
練
成
会
と

献
労
練
成
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
献
労
と
は
神

様
に
労
力
を
捧
げ
る
こ
と
。
捧
げ
る
こ
と
で

自
分
の
内
に
あ
る
「
無
限
力
」
を
引
き
出
す

一
、「
氏
名
の
横
（
欄
外
）
に
続
柄
、住
所
、数

字
等
は
書
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。」

　

氏
名
以
外
の
欄
外
に
「
本
家
・
分
家
」「
何

代
目
」「
何
県
・
何
市
」
等
の
記
載
が
増
え
て

お
り
ま
す
。
霊
牌
の
氏
名
は
記
載
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
方
の
霊
波
が
宿
っ
て
い
る
こ
と

を
お
忘
れ
で
、
故
人
の
特
定
が
な
さ
れ
な
い

と
の
懸
念
が
お
あ
り
で
の
こ
と
と
思
わ
れ
ま

す
。

　

ご
記
載
の
際
に
そ
の
方
（
故
人
）
を
お
思

い
の
上
お
書
き
い
た
だ
け
れ
ば
、
正
し
く
そ

の
方
（
故
人
）
が
招
霊
さ
れ
ま
す
の
で
ご
安

心
く
だ
さ
い
。

二
、「
命
日
は
裏
の
決
め
ら
れ
た
場
所
に
お
書

き
く
だ
さ
い
。」

　

霊
牌
の
表
面
の
左
右
の
白
地
の
部
分
に
、

こ
と
が
で
き
ま
す
。
自
他
の
た
め
に
捧
げ
る

こ
と
で
多
く
の
体
験
が
出
て
お
り
ま
す
。
ど

う
ぞ
練
成
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

梅
雨
入
り
の
本
山
は
、
新
緑
の
美
し
い
季

節
を
迎
え
て
い
ま
す
。
宝
蔵
会
員
の
皆
様
を

は
じ
め
た
く
さ
ん
の
方
々
の
ご
愛
念
を
頂
き

ま
し
て
、
お
陰
様
で
感
謝
と
悦
び
の
祭
司
部

の
業
務
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
今

日
こ
の
頃
で
ご
ざ
い
ま
す
。
七
月
は
盂
蘭
盆

供
養
大
祭
に
て
供
養
さ
れ
ま
す
霊
牌
の
受
付

が
始
ま
っ
て
い
る
時
期
に
当
り
ま
す
。
日
常

業
務
で
霊
牌
を
取
り
扱
っ
て
お
り
ま
す
が
、

正
し
く
記
載
さ
れ
て
い
な
い
為
、
当
方
で
加

筆
・
削
除
等
の
修
正
を
加
え
て
霊
牌
合
祀
祭

に
お
出
し
し
て
お
り
ま
す
事
例
が
増
え
て
ま

い
り
ま
し
た
。
新
し
い
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
加

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
記
載
上
の
注
意

事
項
を
紹
介
し
、
正
し
い
方
法
で
霊
牌
を
記

載
し
て
い
た
だ
き
、
盂
蘭
盆
供
養
大
祭
を
お

迎
え
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。

神の子による愛行は、決して徒労にならず

霊
牌
記
載
の
こ
と

随想

祭
司
部
祭
務
課 

課
長

鵜

飼

俊

光
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ご
命
日
を
記
載
さ
れ
て
お
ら
れ
る
事
例
が
増

え
て
き
て
お
り
ま
し
て
、
上
記
の
一
番
目
に

も
当
て
は
ま
る
事
に
は
な
り
ま
す
が
、
霊
牌

の
表
面
は
氏
名
の
み
の
記
載
で
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
ご
命
日
の
記
載
は
裏
面
に
所
定
の

欄
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
に
お
書
き

く
だ
さ
い
。
こ
れ
は
、私
見
で
正
確
性
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
が
、
霊
牌
の
表
面
は
そ
の
方
（
故

人
・
家
）
の
お
顔
ま
た
は
お
宅
の
表
札
の
イ

メ
ー
ジ
を
含
み
な
が
ら
、
私
は
記
載
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

三
、「
俗
名
が
わ
か
ら
ず
に
戒
名
で
書
く
場
合

は
頭
に
苗
字
を
つ
け
て
、
最
後
に
『
比
古
命

之
』
も
し
く
は
『
比
女
命
之
』
を
お
書
き
く

だ
さ
い
。」

　

本
来
霊
牌
は
そ
の
方
（
故
人
）
を
お
呼
び
し

た
時
に
ご
自
身
の
事
だ
と
認
識
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
生
前
使
わ
れ
て
い
た
「
俗
名
」
を
記

載
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、「
俗
名
」

は
不
明
で
も
「
戒
名
」
な
ら
分
か
る
方
も
供
養

し
て
差
し
上
げ
た
い
気
持
ち
を
お
持
ち
の
場

合
、例
外
的
に
受
付
し
て
お
り
ま
す
。「
戒
名
」

を
お
書
き
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
場
合
で
も
、

記
載
者
の
霊
波
が
宿
っ
て
お
り
ま
す
の
で
故

人
の
特
定
は
出
来
て
お
り
ま
す
が
、
生
長
の

家
の
供
養
の
形
式
と
し
て
「
比
古
命
之
」「
比

女
命
之
」、
神
の
子
と
し
て
取
り
扱
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
必
ず
お
付
け
い
た
だ
き
た
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

四
、「
戒
名
の
嬰
児
・
嬰
女
、
孩
児
・
孩
女
、
童

子
・
童
女
は
流
産
児
で
は
な
い
の
で
一
般
霊

牌
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。」

　

子
供
用
戒
名
で
「
何
某
水
子
」
と
記
載
さ
れ

て
い
る
御
霊
様
以
外
の
「
嬰
児
・
嬰
女
、
孩

児
・
孩
女
、
童
子
・
童
女
」
と
記
載
さ
れ
て
お

ら
れ
る
御
霊
様
は
、
全
て
お
生
ま
れ
に
な
ら

れ
て
か
ら
約
十
五
歳
前
後
ま
で
に
お
亡
く
な

り
に
な
ら
れ
た
御
霊
様
で
す
の
で
、
流
産
児

の
御
霊
様
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
正
し
く
は

一
般
霊
稗
に
ご

記
載
く
だ
さ
い
。

ま
た
、「
何
某
水

子
」
と
記
載
さ

れ
て
お
ら
れ
る

御
霊
様
は
流
産

児
霊
牌
に
ご
記

載
く
だ
さ
い
。

　

以
上
四
点
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
改
め
て
確

認
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
ご
留

意
い
た
だ
い
た
上
で
霊
牌
を
ご
記
載
く
だ
さ

い
。

　

宝
蔵
会
員
の
皆
様
の
益
々
の
ご
多
幸
と
悦

び
の
使
命
邁
進
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

し
て
い
ま
す
。た
だ
働
く
事
が
嬉
し
く
て
、心

で
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
何
度
も

繰
り
返
し
な
が
ら
働
き
、
日
々
喜
び
と
と
も

に
た
だ
た
だ
働
い
て
い
ま
す
。

　

前
職
で
は
ラ
イ
バ
ル

　

定
年
退
職
を
迎
え
て
二
年
目
、
再
就
職
を

し
て
新
た
な
仕
事
に
つ
き
早
三
ヶ
月
が
経
過

私は神の子だから、「善」を地上に表現する

Ｄ
．
Ｆ   
（
60
代
）〈
男
性
〉

（
６
頁
に
続
く
）

「
ご
先
祖
と
共
に
悦
び
の
一
日
講
話
」
体
験
感
想
文

宝　　蔵
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７/18 (金) ７/19 (土) ７/20 (日)
4:45   起床 4:45   起床
5:05   早朝行事   先導：清水　志郎
             聖経「甘露の法雨」
　 　　 「合本讃歌」「聖歌歌詞集」

5:05   早朝行事   先導：岡田　伊都子
             聖経「甘露の法雨」
　　　「真理の吟唱」「聖歌歌詞集」

6:30   感謝行(15分) 6:30   感謝行(15分)

11:10
　　　　体験決意発表

11:40

                  昼食休憩

11:40   講話

      　ご先祖様と共に生きる
　　   　    目等　泰夫
　　『二百字日記3』『合本讃歌』

2025年7月 第3回 神性開発宇治 大祭に向けての献労練成会 プログラム

6:45　　朝食・休憩
　　　　(食堂は６:４５～７:３０)

6:45　　朝食・休憩
　　　　(食堂は６:４５～７:３０)

7:50  聖歌・笑い 7:50   聖歌・笑い
8:00   講話
　　　神・自然・人間は本来一体なり
　　　　　　　岡田　伊都子
　　　　『夢の地平線』『真理の吟唱』

8:00　「人類同胞大調和六章経」読誦
　　　　　　　清水　志郎

8:20
　　　　　　献労⑤
　　    「宝蔵神社」 神域清掃8:40    休憩・移動

9:00
　　　     　献労③
　　　　　 「大拝殿」清掃

13:30   講話 13:30 休憩・移動
      神に生かされ、満たされている
　　   　 岡田　浩二     『日々の祈り』 13:45

　　　　　　献労④

　　「智泉荘」外通路、階段磨き

9:15    休憩・笑い

9:40
　　　　　　献労⑥
「自然災害並びに世界規模感染症
                 物故者慰霊塔」神域清掃

9:45  休憩・笑い

10:00
　　　「末一稲荷神社月次祭」
　　　「精霊招魂神社月次祭」
                                          参列
　　　　（大拝殿からの遥拝）

　　　　 聖経『甘露の法雨』
　　   　 聖経『天使の言葉』

京阪宇治駅とＪＲ宇治駅に出迎えのバスを手配
いたします。
◇昼食前の　　・京阪宇治駅 １１：１５発
　　　　　　　・ＪＲ宇治駅 １１：２５発
◇練成開始前の・京阪宇治駅 １２：１５発
　　　　　　　・ＪＲ宇治駅 １２：２５発
に各駅2回ずつ出迎えいたします。
集合場所：各駅ロータリー（運転手が
「生長の家」のプラカードを持っています）

※昼食は宇治別格本山でお召し上がり
いただけます。(食堂11:30～13:00）

10:40   休憩・笑い

神の子として新生する～浄心行について～
　　　　　 　　岡田　浩二
　　　 『新しい文明を築こう・中巻』

15:45
　　　　　　　  献労②
　「末一稲荷神社」太鼓橋の磨き洗い

16:15   　浄心行用紙記載
　　　　　　聖経読誦　　岡田　浩二16:30

　　　 夕食・入浴休憩

11:00より受付を開始いたします 12:30　閉会式・使命行進曲・挨拶

13:00　聖経「大自然讃歌」読誦 清水　志郎 13:00 「入龍宮幽斎殿にての神想観」実修
　　　  　　　阿部　秀輝

12:40　終了予定
　　　昼食をお召し上がりいただけます

昼食前後にＪＲ宇治駅と京阪宇治駅までの
送りのバスを2本手配いたします。

13:20　開会式・挨拶　目等　泰夫

　　　　　父母の愛に導かれて
　　　　　　　鵜飼　俊光
　　　『夢の地平線』『真理の吟唱』

19:10   講話
19:15　会場準備

　何よりも自己が‟神の子である"と信ぜよ
　　　　　　清水　志郎
　　 『日々の祈り』・『詳説神想観』

《テキスト》
・二百字日記3
・日々の祈り
・夢の地平線
・新しい文明を築こう・中巻
・詳説神想観
・聖経 真理の吟唱

《行事で使用するもの》
・聖経四部経
〔聖経甘露の法雨・聖経天使の言葉・
聖経続々甘露の法雨・聖使命菩薩讃偈〕
・飛鳥讃歌
・合本讃歌
〔観世音菩薩讃歌・大自然讃歌〕
・人類同胞大調和六章経
・万物調和六章経
・聖歌歌詞集

《持ち物》
・洗面用具（シャンプーはありません。
   ご持参ください）
・筆記用具
・着替え
・ハンカチ
・マイ箸、マイボトル
・動きやすい服装

14:00　休憩・笑い

20:00　「基本的神想観」実修
　　　　　　　清水　志郎

【奉納金】
・一泊4,000円

子供(3～12歳)2,750円
・日帰り1,500円

子供(3～12歳)750円

20:30
　　     就寝準備

22:00  消灯

20:40　体験感想文記載
　　      就寝準備

22:00  消灯

19:25　　　 「浄心行」
　 　　　　 　岡田　浩二
　　聖経『甘露の法雨』『万物調和六章経』
 　 　　 『聖歌歌詞集』
　※浄心行後、JR宇治駅、京阪宇治駅まで
　　送りのバスを手配いたします

16:45
             夕食・入浴休憩

18:20　聖歌・笑い
18:30　聖歌・笑い 18:30   講話

18:40　経本「飛鳥讃歌」読誦
　　　　　　　岡田　浩二

14:15    献労説明
　　　　　　　  献労①
「末一稲荷神社」玉垣磨き及び階段磨き
　　　　　太鼓橋の磨き洗い 14:45

                 休憩・移動

15:15
　　　　　　   休憩

15:20   講話

申
し
込
み
方
法

・
練
成
部
へ
お
電
話
（
０
７
７
４-

２
１-

２
１
５
3
）

※

9
時
20
分
～
17
時
の
間
に
お
掛
け
く
だ
さ
い

・
参
加
申
込
フ
ォ
ー
ム

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
ま
た
は

左
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
お
入
り
く
だ
さ
い
〉

申
込
期
限

・
宿
泊
の
方
は
7
月
17
日(

木)

ま
で

・
日
帰
り
の
方
は
参
加
前
日
ま
で

参加申込
フォーム

☆
予
約
制
と
な
り
ま
す
。(

当
日
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
）

☆
予
約
制
と
な
り
ま
す
。

(

当
日
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
）

※

万
が
一
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
る
場
合
は
、
分
か
っ
た
時
点
で

連
絡
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

万物皆「生命」である

2025 年７月 第３回 神性開発宇治 大祭に向けての献労練成会プログラム
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８/１ (金) ８/２ (土) ８/３ (日)
4:45   起床 4:45   起床

5:05   早朝行事　先導：清水　志郎
             聖経「甘露の法雨」
　　      「日々の祈り」「聖歌歌詞集」

5:05   早朝行事　先導：岡田　伊都子
      　 　聖経「甘露の法雨」
         　「日々の祈り」「聖歌歌詞集」

6:30   感謝行(15分) 6:30   感謝行(15分)

13:30   講話(幽斎殿)

　　自分が変われば世界が変わる
　　　　  　阿部　秀輝
『飛鳥讃歌』『生活の智慧365章』

14:30　バスで移動・笑い

15:00 　体験談　千羽　椋子
15:15   講話
一切を懺悔し、「神の子」として新生する
　　　 ～浄心行の意義・説明～
       　 　　   清水　志郎
　    『新しい文明を築こう・中巻』

あなたの中に神様の生命(いのち)、力がある！
               　  岡田　浩二
『日々の祈り』『詳説神想観』『飛鳥讃歌』

 　　    父母の愛に導かれて
      　   　 新宮　一
『夢の地平線』『生活の智慧365章』

19:20　会場準備

18:30　聖歌・笑い

18:40　『飛鳥讃歌』 読誦
　　　　　　清水　志郎

16:15   浄心行用紙記載
　　　　聖経読誦　　清水　志郎

16:30
　　　　　夕食・入浴休憩

【奉納金】
　・一泊4,000円
　　子供(3～12歳)2,750円
　・日帰り1,500円
　　子供(3～12歳)750円

20:40　体験感想文記載
　　      就寝準備

22:00  消灯

      　　善一元なる神への信仰
　　    　　  目等　泰夫
　　　『日々の祈り』『飛鳥讃歌』

14:20　休憩・笑い
14:30　講話

     　　生長の家の‟真の祈り"
　　　 ～神想観は素晴らしい～
　　    　　清水　志郎
　 『詳説神想観』・神想観のプリント

15:30　休憩・笑い

20:00　　「基本的神想観」実修
　　　　　　　  岡田　浩二

20:30　就寝準備

22:00　消灯

18:30   講話

12:40　終了予定
　　　　昼食をお召し上がりいただけます

昼食後に、ＪＲ宇治駅と京阪宇治駅までの
送りのバスを2本手配いたします。

《テキスト》
・二百字日記３
・日々の祈り
・夢の地平線
・新しい文明を築こう・中巻
・生活の智慧365章
・詳説神想観
・人生の扉を開く〈第一集〉

《行事で使用するもの》
・聖経四部経
〔聖経甘露の法雨・聖経天使の言葉・
　聖経続々甘露の法雨・聖使命菩薩讃偈〕
・合本讃歌〔観世音菩薩讃歌・大自然讃
歌〕
・飛鳥讃歌
・人類同胞大調和六章経
・万物調和六章経
・聖歌歌詞集

《持ち物》
・洗面用具（シャンプーはありません。
   ご持参ください）
・筆記用具
・着替え
・ハンカチ
・マイ箸、マイボトル
※売店と自動販売機は撤去いたしました
　のでご注意ください

13:00「入龍宮幽斎殿にての神想観」実修
　　　　 　　阿部　秀輝

9:35   講話
　　 切なる願いは必ず叶えられる
　　　　    　千羽　真平
　　　『二百字日記３』『飛鳥讃歌』
『人生の扉を開く〈第一集〉』・宝蔵申込書

10:20　「祈り合いの神想観」実修
　　　　　  　千羽　真平

10:45　休憩・笑い

9:10　　霊牌記載

9:40　　大拝殿へ移動

10:00
　　　「末一稲荷神社祭」
　　　「精霊招魂神社祭」　参列
　　　（大拝殿からの遥拝）
　
　　　　聖経『甘露の法雨』
　　　　聖経『天使の言葉』

12:30　閉会式・使命行進曲・挨拶

12:00
　
　　　　　昼食休憩

12:50　 バスで幽祭殿へ移動

８月【第626回 神性開発 宇治 短期練成会 プログラム】会場:大講堂

6:45　　朝食・休憩
　　　　(食堂は６:４５～７:３０)

6:45　　朝食・休憩
　　　　(食堂は６:４５～７:３０)

7:50   聖歌・笑い 7:50   聖歌・笑い
8:00　「万物調和六章経」 読誦
　　　　　　　　清水　志郎

8:00　「人類同胞大調和六章経」 読誦
　　　　　　岡田　浩二

13:00 　経本「大自然讃歌」読誦 岡田　浩二

13:20　開会式・挨拶　目等　泰夫
13:30   講話

18:20　聖歌・笑い

19:10   講話

8:20   講話

京阪宇治駅とＪＲ宇治駅に出迎えのバスを手配
いたします。
◇昼食前の　　・京阪宇治駅 １１：１５発
　　　　　　　・ＪＲ宇治駅 １１：２５発
◇練成開始前の・京阪宇治駅 １２：１５発
　　　　　　　・ＪＲ宇治駅 １２：２５発
に各駅2回ずつ出迎えいたします。
集合場所：各駅ロータリー（運転手が
「生長の家」のプラカードを持っています）

※昼食は宇治別格本山でお召し上がり
いただけます。(食堂11:30～13:00）

15:40
　　　 　悦びの座談会
　　　　   （Q＆A）

16:40
　
           夕食・入浴休憩

11:00より受付を開始いたします

8:20   講話

　   　　生き通しの生命(いのち)
　　　　 　岡田　伊都子
『夢の地平線』『生活の智慧365章』

       人・事・物の結び付きこそ真の幸せ
　　  ～神・自然・人間の大調和に向けて～
　　          　　岡田　浩二
『二百字日記３』『合本讃歌』・研修生募集案内

　　　　「浄心行」
　 　　　　清水　志郎
　聖経『甘露の法雨』『万物調和六章経』
　　　『聖歌歌詞集』
　　※浄心行後に送りのバスが出ます

19:30

9:10　休憩・笑い

9:20　体験談　藤本  和博

11:00   体験決意発表

11:40   結語講話
    夢を描き、生命(いのち)輝く人生を
　     　   目等　泰夫
　『二百字日記３』『飛鳥讃歌』
　『人生の扉を開く〈第一集〉』

参加申込
フォーム

申
し
込
み
方
法

・
練
成
部
へ
お
電
話
（
０
７
７
４-

２
１-

２
１
５
3
）

※

9
時
20
分
～
17
時
の
間
に
お
掛
け
く
だ
さ
い

・
参
加
申
込
フ
ォ
ー
ム

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
ま
た
は

左
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
お
入
り
く
だ
さ
い
〉

申
込
期
限

・
宿
泊
の
方
は
7
月
31
日(

木)

ま
で

・
日
帰
り
の
方
は
参
加
前
日
ま
で

☆
予
約
制
と
な
り
ま
す
。(

当
日
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
）

※

万
が
一
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
る
場
合
は
、
分
か
っ
た
時
点
で

連
絡
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

よろこべ、よろこべ。天地のあらゆるものに感謝せよ

８月 【第626回 神性開発 宇治 短期練成会 プログラム】   会場：大講堂
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コ
ロ
ナ
が
蔓
延
し
て
か
ら
な
か
な
か
宇
治

に
は
来
れ
ず
、
ま
た
行
き
た
い
な
と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、
教
区
の
方
よ
り
お
声
が
け
い

た
だ
き
、
今
日
は
五
人
で
参
加
す
る
事
が
で

き
ま
し
た
。
ど
の
講
師
の
方
か
ら
も
、
プ
ラ

ス
の
時
も
マ
イ
ナ
ス
の
時
も
常
に
「
私
は
神

の
子
で
あ
る
」
と
心
に
植
え
付
け
る
と
良
い

と
教
え
て
い
た
だ
き
、
生
命
の
流
れ
を
拝
む

こ
と
と
教
え
て
い
た
だ
き
、
皆
一
体
生
か
さ

れ
て
い
る
満
た
さ
れ
て
い
る
と
、
常
に
思
お

う
と
強
く
思
い
ま
し
た
。
あ
ま
り
に
も
目
に

見
え
る
も
の
に
振
り
回
さ
れ
て
い
た
と
思
い
、

目
に
見
え
る
も
の
は
放
っ
て
お
け
ば
消
え
る

と
お
聞
き
し
た
の
で
、
日
時
計
主
義
で
明
る

く
毎
日
を
送
り
た
い
で
す
。

　

本
日
も
ご
先
祖
様
と
一
緒
に「
一
日
講
話
」

に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
は
い

つ
も
力
ん
で
し
ま
う
癖
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

れ
は
必
要
な
い
の
だ
と
講
話
を
聴
い
て
心
か

と
の
競
争
、
部
下
と
の

競
争
、
上
司
と
の
確
執
等
々
気
の
休
ま
る
こ

と
が
な
く
、
定
期
的
に
練
成
会
に
参
加
し
て

四
十
二
年
間
働
い
て
き
ま
し
た
が
、
今
が
一

番
幸
せ
で
す
。特
に
、今
年
一
月
に
初
孫
が
生

ま
れ
、
そ
の
写
真
や
動
画
を
観
る
度
に
「
生

き
て
き
て
よ
か
っ
た
ー
」「
こ
の
孫
の
成
長

を
見
守
っ
て
い
き
た
い
」
と
、
そ
の
希
望
と

と
も
に
日
々
働
く
事
が
本
当
に
楽
し
く
幸
福

を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
本
日
の
講
話
を
拝
聴

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ま
さ
に
こ
の
幸
福
感
は
、

生
長
の
家
の
み
教
え
の
お
陰
と
確
信
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

心
の
法
則
を
勉
強
す
る
と
周
り
を
裁
き
、

裁
い
た
自
分
の
こ
と
を
責
め
て
い
ま
し
た
。

G
W
短
期
練
成
会
と
こ
の
二
日
間
を
受
講

し
て
、
心
の
法
則
（
唯
心
所
現
）
の
前
に
実

相
（
唯
神
実
相
）
が
あ
り
、全
て
が
善
な
の
だ

と
い
う
事
が
す
っ
と
入
っ
て
き
ま
し
た
。
講

話
と
体
験
談
が
繋
が
っ
て
い
て
、
ど
う
し
て

体
験
が
出
た
の
か
を
分
か
り
や
す
く
解
説
し

て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
し
た
。
過
去
と
未
来
を

思
い
わ
ず
ら
う
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
し
た
が

「
過
去
は
す
べ
て
今
の
私
の
実
相
が
あ
ら
わ

れ
る
た
め
の
布
石
で
あ
り
、
丸
ご
と
善
な
ん

だ
」
と
い
う
千
羽
講
師
の
話
が
す
ご
く
心
に

残
り
ま
し
た
。

　

全
部
の
講
話
を
聴
く
と
テ
ー
マ
が
よ
り
善

く
理
解
で
き
、
二
日
間
通
し
て
学
ぶ
こ
と
で

何
を
付
け
加
え
な
く
て
も
、
私
は
神
の
子
な

ん
だ
！
と
い
う
思
い
が
深
ま
り
ま
し
た
。
教

区
の
行
事
や
講
話
で
何
度
も
聞
い
て
い
ま
す

が
、
お
役
を
し
て
い
る
と
、
い
つ
も
心
が

〝
今
〟
に
な
く
、過
去
や
未
来
に
い
な
が
ら
心

半
分
で
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。
信
徒
さ
ん

の
話
も
親
身
に
な
っ
て
聴
く
と
い
う
よ
り
業

務
の
一
環
に
な
っ
て
い
た
な
…
、
と
反
省
し

ま
し
た
。

　

今
回
、「
一
日
講
話
」
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
「
今
を
生
き
る
」
こ
と
「
私
は
神
の

子
」
を
表
現

し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
参

加
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

「年を取りつつある」と考えてはいけない

（
３
頁
か
ら
続
く
）Ｓ

．
Ｅ   

（
40
代
）〈
女
性
〉

Ｔ
．
Ｕ   

（
80
代
）〈
女
性
〉

Ｍ
．
Ｎ   

（
70
代
）〈
女
性
〉
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五
月
な
の
で
茶
摘
み
が
あ
れ
ば
い
い
な
と

思
い
参
加
し
ま
し
た
。
十
六
日
に
茶
摘
み
が

あ
り
ま
し
た
の
で
と
っ
て
も
楽
し
く
幸
せ
な

練
成
会
で
し
た
。
皆
で
真
理
の
話
を
し
な
が

ら
明
る
く
作

業
を
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
か
ら

も
献
労
練
成

会
、
短
期
練

成
会
に
何
回

も
参
加
し
た

い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

ら
分
か
り
ま
し
た
。
そ
の
ま
ま
で
良
い
の
だ
、

そ
の
ま
ま
の
神
の
子
の
自
分
を
も
っ
と
尊
敬

し
、
も
っ
と
悦
ん
で
生
き
生
き
と
生
活
し
て

行
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

お
昼
の
お
食
事
が
と
て
も
美
味
し
く
て
幸

せ
で
す
。
前
回
お
会
い
し
た
方
と
ま
た
宇
治

で
お
会
い
す
る
こ
と
を
約
束
し
ま
し
た
。
仲

良
く
な
れ
て
嬉
し
い
で
す
。

し
た
。
そ
こ

で
は
「
茶
摘

み
」
と
い
う

の
は
名
ば
か

り
で
、
実
際

に
は
茶
葉
は

「
し
ご
き
取

る
」
の
だ
と

い
う
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。

　

二
日
目
に
本
格
的
な
献
労
を
し
ま
し
た
が
、

は
じ
め
る
前
に
岡
田
浩
二
講
師
が
「
献
労
は

神
の
子
が
行
う
も
の
で
、
神
霊
に
導
か
れ
て

行
う
も
の
で
す
」
と
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
お

か
げ
で
作
業
の
間
中
、「
私
で
は
な
く
神
が

や
っ
て
い
る
、
神
が
や
っ
て
い
る
」
と
思
い

な
が
ら
作
業
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

幽
斎
殿
の
外
回
り
拭
き
の
献
労
で
は
若
い

女
性
の
方
が
水
に
し
っ
か
り
濡
ら
し
た
ぞ
う

き
ん
を
何
度
も
届
け
て
く
だ
さ
り
、
と
て
も

作
業
が
や
り
や
す
く
小
さ
な
心
遣
い
が
こ
ん

な
に
も
嬉
し
い
も
の
か
、と
思
い
ま
し
た
。ま

た
、
私
が
他
の
皆
さ
ん
よ
り
ス
ピ
ー
ド
が
遅

く
て
も
「
神
霊
に
導
か
れ
て
い
る
か
ら
大
丈

夫
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
い
い
ん
だ
」
と
思
え

　

宇
治
か
ら
帰
る
と
何
事
で
も
私
の
思
っ
た

通
り
に
な
り
、
幸
せ
な
毎
日
を
送
る
こ
と
が

出
来
る
様
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
た
い
こ

と
で
す
。
毎
日
、
神
想
観
、
聖
経
読
誦
を
続

け
、
真
理
の
書
も
読
み
続
け
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
良
い
徳
積
み
に
な
り
ま
し
た
。

　

い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
練
成
道
場

の
掃
除
、
ま
た
宇
治
の
白
山
神
社
の
清
掃
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
く
、
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

神
社
に
は
天
候
の
都
合
で
行
け
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
代
わ
り
に
お
茶
摘
み
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
献
労
と
言
う
に
は
申
し
訳
な
い
よ

う
な
エ
ン
タ
メ
を
体
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

物質は悪くない。物質の過剰が悪いのである

令
和
七
年
五
月 
第
二
回 

献
労
練
成
会

茶摘みを体験

Ｍ
．
Ｚ   
（
70
代
）〈
女
性
〉   

Ｈ
．
Ａ   

（
60
代
）〈
女
性
〉   

大拝殿中に“ありがとうございます”が響きわたる

体 験
感想文
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て
、
と
て
も
心
穏
や
か
に
献
労
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

白
山
神
社
で
は「
自
然
体
験
と
俳
句
作
り
」

が
予
定
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
、
決
意

発
表
の
代
わ
り
と
言
っ
て
は
何
で
す
が
、
俳

句
を
作
っ
て
み
ま
し
た
。

　
新
緑
が
袋
に
あ
ふ
る
宇
治
の
山

　
お
し
ゃ
べ
り
が
茶
摘
み
に
彩い

ろ

添
え
時
忘
る

　
ホ
ト
ト
ギ
ス
山
冴
え
渡
り
心
澄
む

　
拝
殿
も
我
も
浄
ま
り
夏
迎
う

　
拭
き
に
拭
き
真
白
き
欄
干
緑
映
ゆ

　

父
が
先
月
亡
く
な
り
供
養
の
た
め
に
参
加

致
し
ま
し
た
。
通
常
な
ら
ば
金
土
は
休
め
な

い
の
で
す
が
、
父
の
こ
と
で
混
乱
し
て
い
た

せ
い
か
な
ぜ
か
休
み
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
四
月
よ
り
私
自
身
原
因
不
明
の
発
熱
が

一
ヶ
月
半
ほ
ど
続
き
、
心
配
し
た
夫
が
神
癒

祈
願
を
出
し

て
く
れ
た
の

で
す
が
、
そ

の
と
き
人
型

と
共
に
『
宝

蔵
』
が
届
き
、

忙
殺
さ
れ
、

ま
と
も
に

泣
け
て
い

な
か
っ
た

の
で
、
父

と
話
を
し

て
ち
ゃ
ん

と
サ
ヨ
ナ

ラ
で
き
た

よ
う
な
気

持
ち
に
な

り
ま
し
た
。

　

今
回
の
練
成
会
を
通
じ
て
「
愛
」
を
表
現

す
る
こ
と
が
私
は
ま
だ
ま
だ
足
り
て
い
な

か
っ
た
な
と
、
何
度
も
感
じ
ま
し
た
。
今
後

は
、
身
口
意
す
べ
て
に
お
い
て
、
愛
を
意
識

し
て
表
現
で
き
る
愛
深
い
女
性
を
目
指
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

パ
ニ
ッ
ク
症
の
快
癒（
人
間
不
信
の
克
服
）

の
為
参
加
。

　

浄
心
行
用
紙
記
入
後
、
突
然
涙
が
止
ま
ら

ず
、
先
祖
供
養
祭
へ
行
け
な
か
っ
た
。
清
水

六
月
の
短
期
練
成
会
開
催
を
知
り
、
普
段
の

私
な
ら
疲
れ
て
い
て
と
て
も
参
加
出
来
な
い

と
こ
ろ
で
し
た
が
、
父
の
遺
影
と
共
に
全
期

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

練
成
会
は
十
年
以
上
ぶ
り
で
し
た
の
で
、

最
初
は
笑
い
の
練
習
も
「
ヤ
ダ
ナ
ー
」
と

思
っ
て
声
も
あ
ま
り
出
ま
せ
ん
で
し
た
。
た

だ
、
や
り
続
け
て
い
る
と
段
々
と
笑
い
も
聖

歌
も
す
ご
く
声
を
出
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
講
話
も
す
べ
て
す
ば
ら
し
く
魂
が

感
動
し
て
い
る
の
か
、
私
の
意
思
と
は
関
係

な
く
涙
が
溢
れ
て
き
ま
し
た
。
特
に
浄
心
行

で
は
『
久
遠
い
の
ち
の
歌
』
の
あ
た
り
か
ら
、

涙
が
止
ま
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
思
え
ば
父

が
亡
く
な
っ
た
あ
と
も
親
戚
の
応
対
な
ど
で

機会は今を生きるところにある

実相円満誦行

Ｋ
．
Ｋ   

（
50
代
）〈
女
性
〉

Ｗ
．
Ｎ   

（
10
代
）〈
男
性
〉

第
六
二
四
回（
六
月
） 
短
期
練
成
会

体
験
感
想
文

宝　　蔵 No.127
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講
師
が
そ
の
間
、
付
き
切
り
で
話
を
聞
い
て

く
だ
さ
っ
た
。
四
十
分
も
ボ
ロ
ボ
ロ
泣
い
て

い
る
と
怒
ら
れ
る
と
思
っ
て
、
今
ま
で
泣
き

た
く
て
も
涙
を
押
し
込
ん
で
来
た
か
ら
人
前

で
泣
け
な
か
っ
た
と
打
ち
明
け
た
。
脂
汗
と

涙
が
混
じ
っ
て
、
溜
ま
っ
て
い
た
膿
が
ど
ろ

ど
ろ
と
出
る
よ
う
な
感
じ
だ
っ
た
。

　

用
紙
記
入
中
、
周
り
の
人
が
遠
の
い
て
い

く
よ
う
な
そ
ん
な
孤
独
感
に
襲
わ
れ
、
今
こ

の
感
想
文
を
書
い
て
い
る
最
中
も
、
ま
た
同

じ
よ
う
な
心
が
押
し
寄
せ
て
こ
な
い
か
恐
怖

が
あ
る
。
イ
ヤ
ホ
ン
越
し
に
音
楽
で
も
聴
い

て
寝
つ
か
せ
る
の
は
簡
単
だ
け
ど
、
そ
れ
を

し
て
し
ま
っ
た
ら
、
自
分
の
本
当
の
心
を
さ

ら
け
出
し
て
〝
そ
の
ま
ま
〟
に
な
る
こ
と
を

恐
い
も
の
だ
と
、
ま
た
殻
に
閉
じ
こ
も
る
よ

う
な
気
が

す
る
。
で

も
講
師
は

涙
を
流
す

自
分
に

何
度
も
、

「
あ
ぁ
す

ば
ら
し
い

ね
ぇ
」「
神

の
子
だ
か

ら
ね
」
と

繰
り
返
さ
れ
た
後
、「
家
族
を
代
表
し
て
こ

れ
ま
で
頑
張
っ
て
き
た
ご
先
祖
様
の
寂
し
い

心
・
辛
い
思
い
が
浄
化
さ
れ
て
、
今
こ
の

涙
を
伝
わ
っ
て
悦
び
に
な
っ
て
い
る
ん
だ

よ
」
と
う
ろ
覚
え
だ
が
そ
の
よ
う
な
こ
と
を

言
わ
れ
、
自
分
は
泣
い
た

ら
「
い
つ
ま
で
泣
い
て
ん

の
？
泣
い
て
も
し
ゃ
ー

な
い
や
ん
」
と
言
わ
れ
る

と
し
か
考
え
な
か
っ
た

の
に
、
そ
こ
に
悦
び
だ
と

言
わ
れ
、
訳
が
わ
か
ら
な

か
っ
た
。
で
も
食
欲
が
出

て
、
浄
心
行
で
ま
た
少
し

涙
を
こ
ぼ
し
て
、
講
師
の
薦
め
て
く
だ
さ
っ

た
本
を
ひ
ら
い
た
。
良
い
子
は
、
良
い
時
も

反
抗
的
で
も
た
く
さ
ん
褒
め
ら
れ
る
か
ら
良

い
子
な
ん
だ
、
と
い
う
内
容
。
自
分
が
神
の

子
、
そ
の
ま
ま
、
あ
り
の
ま
ま
で
す
ば
ら
し

い
と
、「
そ
の
ま
ま
す
ご
い
や
つ
だ
！
」
と
自

分
で
コ
ト
バ
に
す
る
。
結
局
そ
こ
な
ん
だ
と

思
っ
た
。
全
て
愛
。
い
つ
も
愛
。
愛
だ
け
と

信
じ
よ
う
。

　

こ
れ
か
ら
は
自
分
そ
の
ま
ま
を
愛
す
る
。

た
だ
讃
嘆
す
る
。
帰
っ
て
母
に
甘
え
る
と
い

う
こ
と
を
し
た
い
と
思
う
。

　

会
社
で
の
研
修
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

創
業
者
が
生
長
の
家
を
信
仰
し
て
お
り
、
経

営
理
念
な
ど
会
社
の
考
え
方
に
も
生
長
の
家

の
教
え
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
伺
っ
て
お
り

ま
し
た
。
今

回
、
練
成
会

に
参
加
す
る

中
で
、
生
長

の
家
の
考
え

方
や
教
え
を

私が存在することが幸福である

早朝行事　笑い

Ｓ
．
Ｆ   

（
30
代
）〈
男
性
〉

宝　　蔵令和７年７月１日
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学
び
、
そ
れ
を
通
し
て
自
社
の
理
解
を
深
め

よ
う
と
考
え
て
お
り
ま
し
た
。

　

二
日
間
を
通
し
て
、
様
々
な
講
師
の
方
よ

り
ご
講
話
を
賜
り
ま
し
た
。
最
初
は
や
は
り

初
め
て
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
実
相
と
現
象

の
考
え
方
な
ど
理
解
が
追
い
付
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
様
々
な
講
話
を
拝
聴
し
た
り
、
聖

経
を
読
誦
す
る
中
で
、
段
々
と
理
解
が
深
ま

り
、
そ
れ
と
同
時
に
会
社
の
理
念
も
理
解
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
会
社
の
理
念

の
一
つ
に
〝
感
謝
の
商
い
〟
と
い
う
言
葉
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
練
成
会
に
参
加
す
る
ま
で

は
、
感
謝
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
何
と
な
く

理
解
し
つ
つ
も
、
ど
う
感
謝
す
れ
ば
良
い
の

か
等
深
く

理
解
で
き

て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

講
話
で
は

「
全
て
が

一
体
、
全

て
の
他
人

の
行
い
に

愛
が
あ
る
、

だ
か
ら
こ

そ
す
べ
て
に
感
謝
し
て
生
き
て
い
く
こ
と
が

必
要
だ
」
と
学
び
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
一
緒
に
働
く
仲
間
や
お
客
様
、

す
れ
違
う
人
た
ち
や
出
会
う
人
た
ち
に
も
常

に
感
謝
を
も
っ
て
接
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
父
母
や
祖
母
に
も
言
葉
や
態
度
で
感
謝

の
気
持
ち
を
伝
え
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て

感
謝
だ
け
で
な
く
、
自
身
を
神
の
子
と
し
て

認
識
し
劣
等
感
を
感
じ
過
ぎ
ず
、
大
切
な
存

在
、
素
晴
ら
し
い
存
在
と
し
て
向
き
合
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

今
回
私
は
会
社
の
研
修
と
し
て
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
社
で
は
月
に
一
度

の
セ
ミ
ナ
ー
で
生
長
の
家
の
文
章
を
必
ず
全

員
で
音
読
し
て
い
ま
す
。今
回「
人
間
は
神
の

子
で
あ
る
」
と
い
う
事
を
強
く
教
え
て
い
た

だ
き
、
す
べ
て
一
体
、
愛
に
満
た
さ
れ
た
者

が
私
な
の
で
あ
る
と
学
び
、
愛
の
成
長
、
感

謝
の
成
長
、
そ
し
て
無
限
の
悦
び
に
繋
が
っ

て
い
く
の
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。
肉
体
観
が

あ
る
と
他
人
と
比
べ
て
し
ま
い
、
因
果
の
法

則
が
恐
怖
の
味
わ
い
に
な
っ
て
し
ま
い
、
神

罰
の
神
が
生
ま
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
学
び
ま

し
た
。
肉
体
は
心
の
表
現
と
心
得
、
全
て
に

感
謝
し
自
分
を
大
切
に
生
き
て
い
こ
う
と
決

意
し
ま
し
た
。

　

い
ま
生
命
が
あ
る
の
は
両
親
、
先
祖
の
お

陰
で
感
謝
が
尽
き
ま
せ
ん
。
何
か
辛
い
こ
と

が
あ
っ
て
も
、
自
他
一
体
の
命
で
あ
り
、
不

調
和
、
不
完
全
は
有
り
得
ず
、
完
全
調
和
で

あ
る
か
ら
、
生
き
て
い
る
、
生
か
さ
れ
て
い

る
喜
び
を
し
っ
か
り
と
感
じ
な
が
ら
、
こ
れ

か
ら
も
様
々
な
事
に
挑
戦
し
、
探
求
し
、
精

進
し
て
参
り
ま
す
。

　

今
の
唯
一
無
二
の
体
験
を
通
し
て
過
去
の

良
か
っ
た
こ
と
も
、
良
く
な
か
っ
た
こ
と
も

未
来
の
素
晴
ら
し
い
出
来
事
に
繋
が
る
と
い

う
話
を
聞
き
、
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
仕
事

も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
時
間
も
、
一
日
一
日
を

大
切
に
し
て
充
実
し
た
人
生
、
豊
か
な
人
生

に
な
る
よ
う
全
て
の
事
に
感
謝
し
な
が
ら
生

活
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
度
は
こ
の
よ
う
な

素
晴
ら
し
い
練
成
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

わたしは一個の小さな肉体ではない

Ｄ
．
Ｍ   

（
20
代
）〈
男
性
〉

決意表明

宝　　蔵

10

No.127



　

こ
の
度
、
父
の
神
癒
祈
願
に
関
し
ま
し
て

多
大
な
ご
尽
力
を
頂
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
か
ら
感
謝
と
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

父
は
も
と
も
と
糖
尿
病
を
患
っ
て
お
り
、

昨
年
の
夏
ご
ろ
か
ら
横
腹
の
痛
み
を
訴
え
る

よ
う
に
な
り
、
今
年
の
春
に
健
康
診
断
で

「
腎
臓
に
異
常
が
あ
る
」と
い
う
結
果
を
受
け

ま
し
た
。
後
日
、
精
密
検
査
を
し
た
と
こ
ろ

腎
臓
出
血
で
し
た
。
年
齢
的
に
も
後
期
高
齢

で
あ
る
こ
と
か
ら
手
術
も
難
し
い
と
の
こ
と

で
、
こ
の
ま
ま
痛
み
と
の
戦
い
が
続
く
の
か

と
思
っ
て
い
た
矢
先
に
、
担
当
医
か
ら
「
手

術
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
連
絡
を
受
け

ま
し
た
。
我
々
家
族
も
一
度
は
悩
み
ま
し
た

奇
跡
」
だ
と
医
師
も
驚
い
て
い
ま
し
た
。
さ

ら
に
長
年
患
っ
て
い
た
糖
尿
病
も
、
日
々
の

努
力
を
積
み
重
ね
た
結
果
、
血
糖
値
や
血
糖

ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ンA1c

の
値
も
健
常
者
と
同

じ
に
な
り
、
長
年
飲
み
続
け
て
い
た
薬
か
ら

も
卒
業
し
ま
し
た
。
私
の
中
で
は
正
味
一
ヶ

月
間
の
取
り
組
み
で
し
た
が
、
こ
の
間
に
多

大
な
ご
尽
力
を
頂
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
父
は
今
、
野
良
仕
事
を
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

が
、
担
当
医
が
神
様
に
見
え
、
説
明
を
聞
い

て
同
意
し
ま
し
た
。

　

ち
ょ
う
ど
、
そ
の
週
の
土
曜
日
に
予
定
が

空
い
て
お
り
、宇
治
の
「
一
日
講
話
」
に
参
加

し
、
入
龍
宮
幽
斎
殿
に
て
神
想
観
を
実
修
し

て
神
癒
祈
願
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
そ
の
後

も
自
宅
に
て
毎
日
、
父
を
想
い
心
か
ら
神
想

観
を
実
修
し
ま
し
た
。
特
に
今
回
気
づ
い
た

こ
と
は
、
人
型
に
同
封
さ
れ
て
い
る
「
神
癒

成
就
に
関
す
る
谷
口
雅
春
先
生
の
お
言
葉
」

で
し
た
。
こ
こ
を
毎
日
読
誦
し
ま
し
た
。
谷

口
雅
春
先
生
が
ど
ん
な
想
い
で
こ
れ
を
書
か

れ
た
の
か
、
私
に
は
奥
深
い
も
の
を
感
じ
ま

し
た
。
そ
し
て
数
日
後
、
父
は
無
事
手
術
を

受
け
て
、
腎
臓
か
ら
の
出
血
は
止
ま
り
ま
し

た
。

　

後
日
、
医
師
か
ら
具
体
的
な
説
明
を
聞
い

た
と
こ
ろ
、「
糖
尿
病
に
よ
る
薬
の
副
作
用

で
、
腎
臓
に
障
害
が
発
生
し
た
」
こ
と
が
原

因
だ
っ
た
そ
う

で
す
。
あ
と
年

齢
的
に
リ
ス
ク

が
あ
り
、「
こ
の

歳
で
出
血
が
止

ま
っ
た
こ
と
が

神
癒
祈
願

左
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

お
申
し
込
み
頂
け
ま
す
。

奉
納
金
は
随
意
で
す
。

詳
し
く
は
神
癒
祈
願
課

ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

愛は最も強力な力である

〈
神
癒
祈
願
の
お
礼
状
〉

父
の
病
気
が
快
癒

Ｙ
．
Ｋ   
〈
男
性
〉

宝　　蔵
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《 開 催 予 定 の 行 事 》

★短期練成会  8 月 １ 日 ( 金 ) ～ ３ 日 ( 日 )
プログラム及び詳細は４項に記載

◆ 7月 宇治別格本山で行われる祭典 ◆

　　　　 　　　    

　　　　　　　　 

11日(金)10:00～ 自然災害並びに世界規模感染症慰霊塔月次祭
13日(日)10:00～ 宝蔵神社月次祭
　　　　 　　　    全国流産児無縁霊供養塔供養月次祭
19日(土)10:00～ 末一稲荷神社月次祭
　　　　　　　　 精霊招魂神社月次祭

宇治別格本山ネットフォーラム研修版

（すべて参列していただけます）

「ご先祖と共に悦びの一日講話」
７⽉の開催はありません。

プログラム及び詳細は５⾴に記載
※宿泊は開催初⽇の前⽇まで、⽇帰り参加は参加前⽇までに
お電話またはネットの申込フォームよりご予約ください。
詳細は4、5⾴をご確認ください。

（「九折スタジオ動画」「登録ビデオ」を拝聴して、感想をシェアします）

∼宇治の講師陣と共に、真理研鑽のひと時を過ごしませんか？∼

◇視聴希望の⽅はFacebookグループ「⽣⻑の家宇治別格本⼭ネットフォーラム」に
⼊会し、ご視聴ください。※⼊会は無料です。

◇参加希望の⽅はZoomミーティングに⼊り、ご参加ください。
・URL: https://us02web.zoom.us/j/81447305227 ・ID: 814 4730 5227

７⽉は２４⽇（⽊）午後３時より開催いたします。ぜひご参加ください。

★分からないことがありましたら、お気軽にお電話(0774-21-2153)ください。

★献労練成会  7 月 1 ８ 日 ( 金 ) ～ ２ ０ 日 ( 日 )

８月２日（土）10：00より末一稲荷神社祭、精霊招魂神社祭が
執り行われます。是非ご参列ください。
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